
県立小規模高校の在り方について
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課題認識
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前回計画と比較しても中３人口はさらに急激に進むことが想定される。
中長期で減り続ける中３人口に対応した大胆な小規模高校改革が必要ではないか
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H28 新たな県立高等学校再編計画
中３生徒数 12,081人 学校数 63校

R5 現在
中３生徒数 10,081人 学校数 62校

R7 再編計画終了年
中３生徒数 9,741人 学校数 59校

R18 新たな県立高等学校再編計画
中３生徒数 6,841人 学校数 ？校

H28-R7 新たな県立高等学校再編計画
中３人数 12,081人 →9,741人 （20％減）
学校数 63校 →59校 （6％減）

※計画当初 50校程度にする予定
（平成28年新たな県立高等学校再編計画より） 

R7-R18  新たな県立高等学校再編計画（仮）

中３人数 9,741人 →6,841人（30％減）
学校数 63校 →？校     （ ？%減）

短期 R5⇒R10 （9％減）

中期 R5⇒R18 （32％減）

長期 R5⇒R27 （57％減）

※過去実績より予測



参考：国の方向性
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少子化が加速する地域における高等学校教育の在り方：小規模校の教育条件の改善に向けて

公立高等学校の適正規模・適正配置については、多様な人間関係の中で得られる学びなどを踏まえれば、一

定の規模を確保することの意義は大きいとされてきたが、一方で、少子化が加速する中、生徒の通学可能な範
囲を私立の高等学校の設置状況も踏まえて考慮し、適正配置を考えていくことも必要である。また、高等学校
は地方創生の核となる存在であり、少子化が加速する地域においては、学校の存続は地域の存続にも関わる
重要な課題ともなり得るものでもある。さらに、地域人材との交流や、小中学校や他の高等学校等との連携に
よる、地域と密着した小規模校ならではの多様な人間関係の構築の在り方も考えられる。

こうした観点から、都道府県が適正規模・適正配置に関する議論を行う中で、一定の小規模校について地域に
残す必要がある場合に、小規模校のメリットを最大化するとともに、課題を最大限解消し、教育条件の改善に
つながる方策を国としても考えていくことが必要ではないか。 

（中央教育審議会 高等学校教育の在り方ワーキンググループ 中間まとめ ）

＜実現の視点＞ 

• このため、遠隔授業の活用や学校間連携等の推進に取り組むべきである。これらは、生徒が履修できる
教科・科目等の種類を増やし、生徒の多様な興味関心や進路希望に基づく多様な学習ニーズに応える上
で有効なものである。また、複数の高等学校が都道府県や学校設置主体の別を超えて連携してそれぞれ
の生徒の興味関心に応じた多様な探究的な活動を実施するなど、一つの高等学校における対面授業で
は実現できない特色ある教育方法を展開する上でも効果的であり、少子化が加速する地域においてとり
わけ重要なものである。加えて、教職員が自律的に他の高等学校等と連携・協働する際の有効な手段に
もなり得るものである。 



参考データ： 2015-2045年（10～14歳人口）比較 ※2015人口/2045人口 ※国立社会保障・人口問題研究所データより
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解決に向けた提案
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小規模校の
存続

小規模高校の
統廃合

教育への
物理的アクセス

• 現状維持（生徒は通うこ
とができる）

• 通学に時間がかかり、学
習環境への接続が悪化
する生徒も

教育効果

• 一部開講することができ
ない科目が生まれる

• 免許は持っているがあま
り授業経験の科目を教
えることもある

• 生徒人数が一定確保さ
れるため、各教科の教員
を配置することができる

• 習熟に合わせた授業な
どを行うことも可能

維持コスト

• 校舎維持費がかかり続
ける

• 校舎維持費が縮減

地域振興

• 地元の学校に高校生が
残ることとなり、地域と連
携した取り組みが継続

• 地元で高校生が学ぶこ
とがなくなる

• （最悪の場合）高校が存
置する地域に移住してし
まう

◯

☓◯

◯

☓

☓

☓

◯

オンラインを併用した
新しい地域高校

• 通学できる範囲に校舎を
配置

• オンラインを活用し、取り
たい科目や習熟度に合
わせて学習を行うことが
できる

• 市町村立中学校の教室
を活用することで校舎維
持費削減

• 地元に高校生が残ること
となり、地域と連携した
取り組みが継続

◯

◯

◯

◯

＜ 小規模校の抱えるジレンマ ＞ ＜ 解決に向けた提案 ＞



オンラインを活用した新しい地域高校の教育内容
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＜ 従来の高校 ＞ ＜ 解決に向けた提案 ＞

オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
た
新
し
い
地
域
高
校

習熟度や興味関心の異なる
生徒が同じものを学んでいる状態
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学習への取り組み方

オフライン（対面）を活かした活動
ＨＲ・インターン等の特別活動や総
合的な探究の時間、家庭科・体育等
の実技教科についてはオフラインで
の授業を行う

オンラインを活かした活動
各教科においては、原則オンライン
で行うこととし、習熟度や興味関心
等に応じた学習を行うことができる
ようにする

行事や集合研修
定期的に各学校が集まり、行事や
集中講義などの授業を受講するこ
とができるようにする

学校の運営等

• 統括管理職を配置し、各校の連携を強
化するための支援を行う

• オンラインによって当該教科の教員が
配置されていなくとも授業を開講

• 施設維持が困難な場合、市町村の中学
校の施設を借りることでの運用ができな
いか（県内では特別支援学校分教室の
実績あり）

• 引き続き地元市町村との連携を強化し、
各校は積極的な協働を図る

地元市町村との協働
総合的な探究の時間やボランティ
ア活動等を通して地元市町村の持
つフィールドを積極的に活用した教
育課程の編成を行う。

探究等でフィールドとなる地元市町村に存置する効果を最大限高めながら、
習熟度や興味関心に合わせた学びをオンラインとオフラインのハイブリッドで実現する

※こうした学校の特徴を鑑みると
コーディネーターの配置が必要となる



今後の検討に必要な論点と提言
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論点 検討の方向性

①低減コストの
算出

• 施設維持等の学校管理費はどの程度の削減が見込まれるのかを算出する必要が
ある

②オンラインの
教育効果

• COREハイスクールネットワーク等でも検証されてはいるが、実際にオンラインを軸

とした教科学習を行った場合にどの程度の効果があるのか、課題の乗り越え方等を
検証する必要がある

③通信制の制
度緩和

• 制度緩和の方向性と、必要であれば国への働きかけを行う必要がある（参考資料
③-1・２・３）

④ネットワーク
下での

学校管理体制

• ネットワーク化された学校全体の「共通性」と、各校ごとの「個別性」をどの程度許容
するのか等の学校管理体制の構築を事例研究等により、検討する必要がある（参
考資料④-1,④-2）

提言：
今後、新しい小規模高校を考えるための会議体を設置することを
「県立高等学校教育の在り方検討会議」の答申に盛り込むべきではないか？

今後検討していくべき論点



※参考③-１ ：高校における遠隔授業制度について ※文科省資料より引用
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※参考③-２ ：高校における遠隔授業制度について ※文科省資料より引用
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※参考③-３：高校における遠隔授業制度について ※文科省資料より引用
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※参考④-１：遠隔教育を活用した管理体制について
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※参考④-２：通信制を軸とした長野県立長野西高校望月キャンパス
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学校案内より抜粋
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